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茂
吉
の
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
1
一
白
秋
作
品
の
介
在
i
l

は
じ
め
に

前
田
知
津
子

　
茂
吉
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
に
関
す
る
既
存
の
研
究
は
、
ど
の
時

期
の
作
品
の
語
句
・
文
脈
に
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
が
見
出
さ
れ
る
か
、
と

い
う
作
品
分
析
に
力
点
の
置
か
れ
た
論
考
が
主
軸
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中

で
、
茂
吉
作
品
へ
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
を
後
年
ま
で
認
め
る
か
否
か
と

い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
作
品
分
析
に
は
、
同
様
に
『
梁
塵
秘
抄
』

の
影
響
の
顕
著
な
北
原
白
秋
作
品
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
論
述
も
し
ば
し
ば

加
わ
る
。
茂
吉
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
境
』
受
容
に
関
す
る
研
究
傾
向
は
以
上

の
よ
う
に
概
括
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
作
品
中
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
に
言
及
し
た
論
考
に
、
荒
井
源
司
「
斎

藤
茂
吉
と
梁
塵
論
戦
」
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
短
歌
雑
誌
「
群
山
」
に
昭
和

三
九
年
一
月
、
三
月
、
四
月
の
三
回
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
　
〈
一
〉

〈
二
〉
　
〈
三
〉
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
二
二

年
一
一
月
に
発
表
さ
れ
た
新
間
進
一
の
「
現
代
詩
歌
の
源
流
と
し
て
の
梁
塵

秘
抄
」
　
（
注
－
）
を
踏
ま
え
た
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
、
後
年
ま

で
茂
吉
の
作
品
に
そ
の
影
響
を
見
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
両
者
の
問

で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
白
秋
作
品
と
の
類
似
に
も
触
れ
な
が
ら
『
梁
塵
秘

抄
』
の
影
響
を
指
摘
し
た
論
考
に
は
、
塚
本
邦
雄
の
『
茂
吉
秀
歌
『
あ
ら
た

ま
』
百
首
』
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
、
文
藝
春
秋
）
や
『
斎
藤
茂
吉
』
　
（
鑑
賞

日
本
現
代
文
学
第
九
巻
、
昭
和
五
六
年
一
〇
月
、
角
川
書
店
）
な
ど
が
あ
る
。

　
茂
吉
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
問
題
の
う
ち
、
後
年
の
影
響
に
関

す
る
論
考
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
初
期
の
受
容
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
史
の
視
点
か
ら
の
概
論
的
、
断
片
的
な

記
述
が
あ
る
ば
か
り
で
、
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
研
究
状
況
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
茂
吉
の
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
初
期

の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
ず
は
、
受
容
史
の
一
側
面

と
し
て
記
述
さ
れ
た
言
述
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
史
に
お
け
る
茂
吉
の
位
置
づ
け

　
新
間
進
一
は
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
　
（
日
本
古
典
文
学
全
集
第
二
五
巻
、
昭
和

五
一
年
三
月
、
小
学
館
）
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の

初
期
の
様
相
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
　
長
い
間
埋
没
し
て
い
た
巻
第
二
の
公
刊
（
大
正
元
年
無
月
i
一
引
用

　
　
者
）
は
、
学
界
を
驚
か
せ
た
だ
け
で
な
く
、
詩
人
・
歌
人
た
ち
に
深
い

　
　
衝
撃
を
与
え
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
公
刊
直
後
の
大
正
二
、
三
年
ご
ろ

　
　
の
詩
歌
作
品
に
ま
ず
そ
の
発
現
を
見
る
。
若
い
斎
藤
茂
吉
や
北
原
白
秋

　
　
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
『
梁
塵
秘
録
』
の
新
鮮
な
響
き
を
受
け
と
め
、

　
　
そ
の
詩
嚢
を
肥
や
し
た
。
　
（
注
2
）

　
ま
た
、
佐
佐
木
幸
綱
は
、
　
「
『
梁
塵
秘
抄
』
と
白
秋
・
茂
吉
・
信
綱
」

（一

繼
繼
續
N
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
　
（
注
3
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
（
『
梁
塵
秘
抄
』
の
刊
行
l
l
引
用
者
）
に
シ
ャ
ー
プ
に
反
応
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し
た
の
が
、
北
原
白
秋
、
斎
藤
茂
吉
、
森
鴎
外
、
佐
藤
春
夫
ら
当
時
の

　
　
若
い
詩
歌
人
で
あ
っ
た
。
と
く
に
白
秋
の
『
雲
母
集
』
と
茂
吉
の
『
あ

　
　
ら
た
ま
』
は
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
痕
跡
が
顕
著
な
歌
集
と
し
て
知
ら
れ

　
　
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
刊
行
に
「
深
い

衝
撃
」
　
（
新
間
）
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
「
シ
ャ
ー
プ
に
反
応
し

た
」
　
（
佐
佐
木
）
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
茂
吉
の
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
初

期
の
あ
り
方
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
新
間
は
、
右
の
文
章
よ
り
も
早
く
昭
和

二
二
年
（
注
4
）
に
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
刊
行
が
「
学
界
の
一
大
驚
異
」
で

あ
り
、
　
「
た
ゴ
に
学
界
の
み
な
ら
ず
広
く
実
作
家
と
し
て
文
芸
の
道
に
携
は

る
人
々
の
問
に
、
好
奇
と
歓
喜
」
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
史
の
一
側
面
が
そ
の
ま
ま
茂
吉
に
適
用
さ

れ
今
目
に
至
っ
た
、
そ
れ
が
実
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
茂
吉
は
、
　
「
梁
塵
秘
抄
よ
り
」
　
（
注
5
）
と
い
う
文
章
を
書
き
、

『
梁
塵
秘
抄
』
の
魅
力
を
分
析
し
て
い
る
（
注
6
）
。
ま
た
実
際
に
、
　
『
梁

塵
経
管
』
の
影
響
の
顕
著
な
歌
も
残
し
、
数
種
の
短
歌
作
品
に
つ
い
て
は
み

ず
か
ら
解
説
し
『
梁
塵
秘
抄
』
か
ら
の
語
句
や
文
脈
の
摂
取
を
明
ら
か
に
し

て
も
い
る
（
注
7
）
。
茂
吉
を
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
歌
人
と
す
る
こ
と
自
体

に
無
論
異
存
は
な
い
。

　
し
か
し
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
刊
行
に
接
し
た
際
、
茂
吉
は
「
深
い
衝
撃
」
を

受
け
「
シ
ャ
ー
プ
に
反
応
し
た
」
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本

稿
で
は
、
先
に
引
用
し
た
新
間
・
佐
佐
木
の
言
述
中
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い

た
北
原
白
秋
を
仲
立
ち
と
し
て
考
察
す
る
。
両
者
は
機
会
あ
る
ご
と
に
併
称

さ
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
大
正
三
年
前
後
の
両
者
の
親

密
な
交
流
も
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
茂
吉
の
『
梁
塵

秘
抄
』
受
容
を
解
明
す
る
立
場
か
ら
両
者
の
交
流
を
見
て
い
き
た
い
。
白
秋

を
仲
立
ち
と
す
る
こ
と
で
、
茂
吉
と
『
梁
塵
秘
書
』
と
の
二
点
に
注
目
す
る

だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
契
機
や
経
緯
が
見
え
て
く
る
と
い
う
理
由
か
ら
で

あ
る
。

一一

@
『
赤
光
』
後
の
試
み
と
白
秋
の
『
梁
塵
秘
抄
』
影
響
作
品
へ
の
関
心

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
茂
吉
の
積
極
的
な
『
梁
塵
秘
抄
』
受

容
は
、
第
二
歌
集
『
あ
ら
た
ま
』
の
初
期
に
あ
た
る
大
正
三
年
に
集
中
的
に

見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
『
梁
塵
秘
抄
』
か
ら
の
語
句
の
摂
取
は
、
大
正
三
年

二
月
五
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
さ
れ
た
「
一
心
敬
礼
」
で
あ
り
、
こ
の

語
句
は
一
連
の
作
品
の
表
題
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
　
『
梁
塵
三
士
』
影
響
歌

の
代
表
作
と
し
て
は
、
そ
の
夏
、
三
浦
に
赴
い
た
と
き
の
取
材
に
も
と
つ
く

「
海
浜
詔
命
」
及
び
「
三
崎
行
」
の
歌
群
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
後
年
の
こ
と

で
あ
る
が
、
茂
吉
は
こ
の
二
作
品
の
中
か
ら
計
五
首
を
引
き
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
　
き
ん

　
　
『
金
の
ま
さ
ご
の
揺
ら
れ
く
る
』
あ
た
り
は
、
梁
塵
秘
抄
あ
た
り
の
影

　
　
響
が
顕
著
で
、
そ
の
こ
ろ
明
治
書
院
か
ら
出
た
梁
塵
秘
画
を
読
ん
で
し

　
　
き
り
に
そ
の
模
倣
を
し
た
。
此
処
の
五
首
に
は
、
そ
の
梁
塵
秘
抄
と
仏

　
　
蘭
西
を
中
心
と
し
た
近
代
画
、
即
ち
印
象
派
以
後
の
影
響
が
あ
る
の
で

　
　
あ
る
。
　
（
注
8
）

　
こ
こ
に
は
引
か
な
か
っ
た
が
、
茂
吉
が
引
用
し
た
作
品
は
、
一
首
目
が
大

正
三
年
九
月
創
刊
号
の
「
地
上
巡
礼
」
に
、
他
の
四
首
が
同
年
一
〇
月
の
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「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
引
用
文
中
茂
吉
は
、

「
梁
塵
秘
抄
を
読
ん
で
し
き
り
に
そ
の
模
倣
を
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
茂
吉
の
歌
人
と
し
て
の
切
実
な

問
題
が
あ
っ
た
。
　
「
あ
ら
た
ま
編
輯
手
記
」
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
大
正
二
年
か
ら
掛
け
て
大
正
三
年
四
年
は
、
僕
の
歌
が
一
転
化
を
来
さ

　
　
う
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
事
を
や
っ
て
居
る
。
内
容
も
外
形
も
共
に
さ

　
　
う
で
あ
る
が
、
今
目
立
つ
の
は
重
に
外
形
の
や
う
で
あ
る
。
さ
う
し
て

　
　
是
等
の
変
化
は
、
自
発
的
の
も
の
ぶ
多
い
が
、
読
書
に
よ
り
絵
画
彫
刻

　
　
な
ど
を
鑑
賞
し
た
こ
と
に
よ
り
友
と
の
交
流
に
よ
っ
て
所
働
的
に
も
な

　
　
さ
れ
て
み
る
。

　
『
梁
塵
秘
事
』
を
し
き
り
に
「
模
倣
」
し
た
大
正
三
年
が
、
茂
吉
に
と
っ

て
ど
う
い
う
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
一
転
化
」

を
来
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
試
み
を
み
ず
か
ら
に
課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
『
梁

塵
秘
抄
』
の
「
模
倣
」
は
そ
の
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
注
9
）
。

　
「
模
倣
」
へ
と
茂
吉
を
駆
り
立
て
た
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
大
正
三
年
九
月
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
掲
載
さ
れ
た
茂

吉
の
評
言
を
見
て
み
た
い
。
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
白
秋
の
一
首
「
山
峡
に
橋

を
架
け
む
と
か
が
や
く
は
行
基
菩
薩
か
金
色
光
に
」
に
対
す
る
作
品
評
で
あ

る
。　
　
二
ヶ
月
に
亙
っ
て
連
載
さ
れ
た
文
章
世
界
の
数
十
首
と
ア
ラ
ラ
ギ
の

　
　
一
ぺ
ー
ジ
分
の
歌
は
近
来
僕
の
讃
歎
し
て
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
浮

　
　
世
絵
の
風
景
画
な
ど
の
構
図
と
そ
の
色
彩
か
ら
来
る
気
分
、
芭
蕉
あ

　
　
た
り
の
芸
術
の
澄
ん
だ
寂
の
境
、
今
は
過
去
世
の
仏
者
の
心
境
、
さ

　
　
う
い
ふ
も
の
に
氏
は
近
ご
ろ
自
己
の
生
命
を
打
込
み
来
っ
た
の
で
は

　
　
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
自
己
の
芸
術
と
な
っ
て
外
へ
発
す
る
に
及
ん

　
　
で
は
寂
し
く
澄
み
耀
き
止
ま
ざ
ら
ん
と
す
る
尊
形
と
な
り
了
せ
た
の

　
　
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
白
秋
作
品
に
感
銘
を
受
け
た
か
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
二
ヶ
月
に
亙
っ
て
連
載
さ
れ
た
文
章
世
界
の
数

十
首
」
と
は
、
同
年
七
、
八
月
の
「
文
章
世
界
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
指

し
、
　
「
ア
ラ
ラ
ギ
の
一
ペ
ー
ジ
分
の
歌
」
は
、
前
号
の
巻
頭
二
頁
目
に
掲
載

さ
れ
た
「
臨
海
小
景
」
　
「
山
中
秋
景
」
を
指
す
。
こ
こ
で
茂
吉
が
「
讃
歎
」

し
た
作
品
の
多
く
は
、
　
『
梁
塵
秘
宝
』
の
影
響
の
お
よ
ぶ
作
品
で
あ
り
（
注

－
o
）
、
　
『
雲
母
集
』
　
（
短
歌
、
大
正
四
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
が
顕
著
な
白
秋
の
作
品
集
と
し
て
、
　
『
真

珠
抄
』
　
（
短
気
、
大
正
三
年
九
月
目
、
　
『
白
金
之
独
楽
』
　
（
詩
、
大
正
三
年

＝
一
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
作
品
集
は
、
三
浦
三
崎
や
小
笠
原
父

島
の
海
辺
に
流
浪
し
て
い
た
時
期
の
取
材
に
も
と
つ
く
。

　
こ
の
う
ち
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
早
い
も
の
は
、
大
正
二
年
九
月
頃
「
ス

バ
ル
」
に
「
真
珠
抄
」
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
三
九
章
の
短
唱
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
感
銘
を
受
け
た
茂
吉
は
、
次
の
よ
う
な
書
簡
を
白
秋
に
書
き
送
っ
た
。

　
　
ス
バ
ル
の
真
珠
抄
く
り
か
へ
し
て
読
ん
で
ゐ
ま
す
。
私
共
も
、
何
と
か

　
　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
九
月
一
〇
日
、
書
簡
二
九
一
）

　
同
書
簡
は
、
古
泉
千
樫
と
の
寄
せ
書
き
で
あ
り
、
　
「
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
の
口
吻
が
、
当
時
ア
ラ
ラ
ギ
が
低
調
だ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
先
に
、
茂
吉
の
二
転
化
」
の
試
み
に
つ
い
て
の
文
章
を
見
た
が
、

事
態
は
茂
吉
一
人
の
問
題
で
は
な
く
ア
ラ
ラ
ギ
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
時
期
に
発
表
さ
れ
て
茂
吉
を
刺
激
し
た
白
秋
作
品
が
、
　
『
梁
塵
秘
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抄
』
の
影
響
を
受
け
た
作
品
群
だ
っ
た
こ
と
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
茂
吉
が
、
こ
の
時
期
の
白
秋
作
品
の
『
梁
塵
秘
抄
』
的
要
素
に
意
識
的
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
大
正
一
一
年
一
月
置
ア
ル
ス
か
ら
刊
行
さ
れ
た
斎
藤
茂
吉

選
『
北
原
白
秋
選
集
』
の
序
に
お
い
て
、
　
「
礼
讃
か
ら
出
立
し
た
梁
塵
羽
冠

の
歌
と
、
南
画
あ
た
り
の
簡
素
味
と
、
芭
蕉
な
ど
が
悟
っ
た
寂
び
細
み
等
の

要
素
を
も
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
」
の
一
文
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
注
1
1
）
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
両
者
の
作
品
の
発
表
時
期
を
整
理
す
る
と
、
白
秋
の

「
真
珠
抄
」
、
同
じ
く
「
臨
海
小
景
」
　
「
山
中
秋
景
」
、
次
い
で
茂
吉
の

『
梁
塵
秘
抄
』
影
響
歌
の
中
核
を
な
す
「
海
浜
密
命
」
　
「
三
崎
行
」
の
順
次

で
あ
る
。
こ
の
点
を
押
さ
え
て
お
き
、
さ
ら
に
白
秋
宛
書
簡
に
よ
っ
て
、
茂

吉
の
『
梁
塵
穴
馬
』
受
容
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

三
　
大
正
二
、

　
距
離

三
年
の
白
秋
宛
書
簡
よ
り
看
取
で
き
る
『
梁
塵
秘
書
』
と
の

　
茂
吉
と
白
秋
の
出
会
い
は
、
鴎
外
主
宰
の
観
潮
楼
歌
会
ま
で
遡
る
。
そ
の

後
茂
吉
は
、
白
秋
の
求
め
に
応
じ
て
、
大
正
元
年
九
月
の
「
朱
簗
」
に
「
蔵

王
山
」
を
寄
稿
し
、
大
正
二
年
一
月
に
「
冬
来
」
を
寄
稿
し
て
い
る
（
注

1
2
）
が
、
両
者
の
親
交
が
深
ま
り
を
見
せ
は
じ
め
る
の
は
、
書
簡
の
確
認
で

き
る
大
正
二
年
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
注
1
3
）
。

　
『
全
集
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
白
秋
宛
書
簡
の
早
い
日
付
は
、
大
正
二

年
六
月
一
六
目
（
書
簡
二
七
〇
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
へ
の

寄
稿
を
依
頼
す
る
一
文
が
見
え
る
。

　
一
二
月
三
目
に
は
、
　
「
今
迄
ヒ
ソ
カ
ニ
敬
礼
絶
エ
ザ
ル
貴
堂
二
挺
メ
ラ
レ

　
　
マ
マ
　

候
ヘ
シ
ト
キ
ノ
小
生
ノ
心
裡
推
察
下
サ
レ
タ
ク
候
小
生
モ
仰
セ
ノ
ゴ
ト
ク

地
上
巡
礼
、
ノ
心
ヲ
持
シ
テ
ト
ホ
ク
ト
ホ
ク
行
ク
ベ
ク
候
。
コ
ノ
念
常
二
焚
焼

シ
テ
止
マ
ズ
候
」
　
（
書
簡
三
〇
〇
）
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
　
「
地
上
巡
礼
」

は
、
翌
年
の
九
月
に
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
白
秋
主
宰
の
雑
誌
名
で
あ
る

と
同
時
に
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
的
要
素
で
も
あ
り
、
大
正
二
年
五
月
の
三
浦
三

崎
移
住
以
後
の
白
秋
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期

の
茂
吉
は
、
白
秋
の
「
地
上
巡
礼
ノ
心
」
に
近
く
寄
り
添
っ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
大
正
三
年
に
入
る
と
、
ま
ず
、
年
賀
に
「
あ
の
目
は
何
と
も
忘
れ
る
事
の

出
来
な
い
日
で
あ
り
ま
し
た
あ
れ
か
ら
貴
君
の
作
拝
読
し
ま
し
た
、
そ
し
て

一
つ
一
つ
小
生
も
膨
大
し
ま
す
。
　
（
中
略
）
小
生
も
何
と
か
し
て
歩
み
た
い

と
お
も
ひ
ま
す
ど
う
か
見
棄
て
ず
に
下
さ
い
」
　
（
書
簡
三
〇
八
）
と
、
白
秋

の
作
品
に
啓
発
さ
れ
た
よ
う
な
文
面
が
見
え
る
。

・
四
月
一
日
に
は
、
　
「
今
夕
青
山
の
書
店
に
て
偶
然
婦
人
評
論
と
い
ふ
雑
誌
、

を
見
、
大
兄
の
歌
発
見
せ
り
、
さ
う
し
て
驚
き
て
小
生
の
身
よ
り
光
が
出
ん

ば
か
り
に
候
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
と
心
の
張
り
と
を
人
に
分
け
て
や
る
の
が
惜

し
い
と
も
お
も
ふ
。
右
感
謝
ま
で
（
後
略
）
」
　
（
書
簡
三
二
三
）
と
い
う
よ

う
な
茂
吉
の
気
分
の
高
揚
が
よ
く
表
わ
れ
た
書
簡
も
見
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
年
の
夏
の
問
に
出
さ
れ
た
四
通

の
書
簡
で
あ
る
。
七
月
二
六
日
に
は
、

　
　
コ
ノ
ゴ
ロ
息
角
ト
シ
テ
モ
エ
合
ワ
ロ
ク
煩
悶
侍
居
リ
候
、
コ
ノ
際
貴

　
　
家
ノ
芸
術
ノ
光
明
二
触
レ
タ
シ
（
書
簡
三
四
五
）

と
書
き
、
八
月
七
日
に
は
、

　
　
御
近
作
小
生
讃
嘆
し
ま
す
。
な
ぜ
、
か
う
い
ふ
感
光
が
あ
る
も
の
を

一　50　一



　
　
御
詠
み
に
な
る
か
と
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
る
ま
す
。
　
（
中
略
）
文
章
世

　
　
界
の
も
の
い
は
ぬ
金
無
垢
の
弥
陀
の
重
さ
よ
難
有
く
候
（
書
簡
三
五

　
　
〇
）

と
書
き
送
っ
て
い
る
。
　
「
貴
家
ノ
芸
術
ノ
光
明
二
触
レ
タ
シ
」
　
「
な
ぜ
、
か

う
い
ふ
潜
窟
が
あ
る
も
の
を
御
詠
み
に
な
る
か
と
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
る
ま

す
」
な
ど
の
言
葉
に
は
、
茂
吉
の
白
秋
作
品
に
対
す
る
手
放
し
の
讃
嘆
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。

　
八
月
七
目
の
書
簡
で
茂
吉
が
引
用
し
て
い
る
「
も
の
い
は
ぬ
金
無
垢
の
弥

陀
の
重
さ
よ
」
は
、
大
正
三
年
八
月
一
五
日
増
刊
号
の
「
文
章
世
界
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
「
一
　
好
き
な
色
は
？
」
に
白
秋
が
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
が
そ
の
ま
ま
短
唱
と
な
っ
て
い
る
（
注
1
4
）
。
こ
の
作
品
に

は
「
秘
抄
の
世
界
に
表
れ
て
い
る
仏
教
帰
依
の
姿
が
み
て
と
れ
る
」
　
（
注

1
5
）
と
の
評
が
あ
る
。
付
言
す
る
と
、
全
｝
六
項
目
か
ら
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、
　
「
七
　
好
き
な
書
籍
は
？
」
の
項
が
あ
り
、
白
秋
は
『
梁
塵
秘
抄
』

を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
茂
吉
の
目
に
、
白
秋
作
品
は
ま
ぶ
し
い
も
の
と
し
て
映
っ
て

い
た
。
八
月
二
五
日
（
書
簡
三
五
三
）
と
三
〇
日
（
書
簡
三
五
四
）
の
書
簡

が
、
三
浦
郡
長
井
村
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
な
ぜ
、

こ
う
い
う
「
潜
心
」
の
あ
る
作
品
が
詠
め
る
の
か
、
と
い
う
白
秋
へ
の
羨
望

が
、
茂
吉
を
三
浦
の
地
へ
赴
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
五
日
の
書
簡
に
は
、
　
「
こ
こ
の
鄙
の
海
岸
に
み
る
と
大
兄
の
歌
の
事

益
々
分
か
る
気
持
い
た
し
候
。
　
（
中
略
）
都
合
よ
ろ
し
け
れ
ば
三
崎
の
方
に

も
ま
み
り
た
く
存
じ
居
り
候
」
と
あ
り
、
白
秋
作
品
の
生
ま
れ
た
契
機
を
解

き
明
か
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
心
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
時
の
三
浦
で
の
取
材
が
『
梁
塵
秘
抄
』
影
響
色
の
濃
い
作
品
「
海
浜
守

命
」
　
「
三
崎
行
」
と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
最
後
の
書
簡
は
、

白
秋
か
ら
贈
ら
れ
た
『
白
金
之
独
楽
』
へ
の
礼
状
で
あ
っ
た
（
書
簡
三
七

二
）
。

　
こ
の
間
に
は
、
白
秋
の
方
か
ら
も
、
茂
吉
の
『
赤
光
』
に
対
し
て
熱
の
こ

も
っ
た
書
簡
（
注
1
6
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
赤
光
拝
踊
、
涙
こ
ぼ
れ
む
ば
か
り
に
存
候
。
純
朴
不
二
、
信
実
に

　
　
し
て
而
か
も
人
間
の
味
ひ
ふ
る
き
兄
が
近
業
の
ご
と
き
は
当
代
に
ま

　
　
た
と
あ
る
べ
く
も
無
知
候
。
兄
は
万
葉
以
来
の
人
、
赤
光
は
礼
拝
仕

　
　
る
べ
き
歌
集
な
り
。
小
生
ご
と
き
不
純
鈍
才
の
徒
は
寧
ろ
漸
死
す
べ

　
　
き
の
み
。
幸
に
御
自
愛
下
さ
れ
た
く
候
。
な
ほ
あ
ら
た
め
て
心
よ
り

　
　
真
実
な
る
尊
敬
を
兄
に
さ
さ
ぐ
。
以
後
深
く
兄
に
親
し
み
た
し
。
無

　
　
礼
御
ゆ
る
し
下
さ
れ
度
候
。
　
（
大
正
二
年
十
一
月
十
七
日
三
崎
に

　
　
て
）

　
以
上
、
書
簡
に
よ
っ
て
、
白
秋
あ
る
い
は
白
秋
作
品
に
対
す
る
羨
望
や
讃

嘆
の
調
子
、
そ
し
て
八
月
の
三
浦
行
き
な
ど
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を

『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
見
地
か
ら
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。
繰
り
返
し
て
引
く

こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
、
　
「
貴
家
ノ
芸
術
ノ
光
明
二
面
レ
タ
シ
」
　
「
御
近

作
小
生
讃
嘆
し
ま
す
。
な
ぜ
、
か
う
い
ふ
潜
光
が
あ
る
も
の
を
御
詠
み
に
な

る
か
と
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
る
ま
す
」
な
ど
の
茂
吉
の
言
葉
か
ら
は
、
白
秋
ほ

ど
の
感
激
を
持
っ
て
は
『
梁
塵
秘
抄
』
を
受
容
で
き
な
か
っ
た
様
子
が
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
得
た
結
果
、
即
ち
、
茂
吉
の
『
梁
塵
秘

抄
』
の
積
極
的
摂
取
の
時
期
が
、
白
秋
の
『
梁
塵
秘
抄
』
影
響
作
品
に
接
し

て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
、
　
『
梁
塵
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秘
抄
』
に
茂
吉
の
目
を
向
け
さ
せ
た
の
は
、
白
秋
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
と

の
結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
茂
吉
は
な
ぜ
、
　
「
衝
撃
」
を
も
っ
て
『
梁
塵
秘
抄
』
を
受
容

で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
　
茂
吉
の
幼
少
年
期
i
l
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
素
地
の
検
討
i
l

茂
吉
は
四
十
代
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
次
の
よ
う
な
文
章
を
認
め
て
い
る
。

　
　
　
僕
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
よ
う
と
し
た
こ
ろ
、
将
来
に
い
ろ
い

　
　
ろ
の
空
想
を
有
っ
て
み
た
。
併
し
直
ぐ
中
学
校
な
ど
に
入
学
さ
せ
て

　
　
は
呉
れ
な
か
っ
た
。
僕
は
小
学
校
の
か
へ
り
に
春
も
追
々
深
く
な
つ

　
　
て
ゆ
く
林
中
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
ひ
と
つ
絵
か
き
の
修
行
に
で
も
出
掛

　
　
け
よ
う
か
、
そ
れ
と
も
馬
蝿
寺
の
徒
弟
に
な
っ
て
し
ま
は
う
か
。

　
　
（
中
略
）
百
姓
を
し
な
が
ら
山
蚕
で
も
飼
は
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

　
　
思
っ
て
時
を
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
　
（
中
略
）
山
蚕
の
写
象
は

　
　
妙
に
僕
を
親
し
く
さ
せ
、
ま
た
妙
に
僕
を
沈
欝
に
さ
せ
る
。
年
は
す

　
　
で
に
初
老
を
過
ぎ
、
山
蚕
を
見
ざ
る
こ
と
十
数
年
で
あ
る
の
に
、
そ

　
　
の
写
象
は
殆
ど
幻
覚
に
ひ
と
し
い
や
う
な
現
実
性
を
以
て
、
僕
の
眉

　
　
間
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
ど
う
い
ふ
わ
け
で
あ
る
か
と
思
ふ
こ
と

　
　
が
あ
る
。
　
（
注
1
7
）

　
「
山
蚕
を
見
ざ
る
こ
と
十
数
年
」
経
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
写
象
が

「
幻
覚
に
ひ
と
し
い
や
う
な
現
実
性
」
を
も
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
と
言

う
。
故
郷
で
の
幼
少
年
期
の
経
験
が
、
い
か
に
茂
吉
の
う
ち
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
た
か
が
分
か
る
文
章
と
い
え
る
。
茂
吉
が
空
想
し
た
将
来
の
一
つ
に
、

「
宝
泉
寺
の
徒
弟
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
時
宗
法
泉
寺
の
住
職
佐
原
薩
応

に
弟
子
入
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
宝
泉
寺
は
守
谷
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、

茂
吉
の
家
の
す
ぐ
傍
に
あ
っ
た
。

　
金
瓶
学
校
の
教
員
を
経
て
、
茂
吉
が
生
ま
れ
た
翌
年
の
明
治
一
六
年
に
宝

泉
寺
の
住
職
に
就
任
し
た
薩
応
は
、
金
瓶
の
人
々
に
深
い
感
化
を
及
ぼ
し
た
。

村
の
中
心
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
宝
泉
寺
、
そ
し
て
叢
説
の
存
在
は
、

茂
吉
の
幼
少
年
期
を
考
え
る
上
で
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
注
1
8
）
。

　
宝
泉
寺
は
子
供
の
遊
び
場
で
あ
り
、
茂
吉
も
宝
泉
寺
で
よ
く
遊
ん
だ
。
茂

吉
に
『
日
本
外
史
』
や
習
字
を
教
え
た
の
も
重
落
で
あ
り
、
茂
吉
の
人
生
の

一
岐
路
を
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
上
京
に
つ
い
て
、
斎
藤
紀
一
と
の
仲
立
ち

を
務
め
た
の
も
誉
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
茂
吉
の
父
の
伝
右
衛
門
は
、
年
下

の
薩
応
に
常
に
敬
意
を
払
い
、
　
「
宝
泉
寺
の
山
門
を
く
ぐ
る
と
き
は
必
ず
衣

服
を
あ
ら
た
め
」
、
　
「
日
に
数
万
回
の
念
仏
を
と
な
へ
」
る
ほ
ど
の
「
大
の

信
心
家
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
父
を
持
ち
、
日
常
的
に
宝
泉
寺
に
出
入
り
す
る
環
境
に
あ
っ

た
茂
吉
が
、
窪
応
の
薫
染
を
受
け
、
仏
教
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
て
い

っ
た
の
は
自
然
の
趨
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
薩
応
へ
の
尊
敬
の
念
や
親
愛
の
情

に
つ
い
て
は
、
茂
吉
自
身
も
書
き
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
仏
教
的
雰
囲
気
の
中
で
育
っ
た
茂
吉
に
と
っ
て
仏
教
的
な
も
の
は
、
何
ら

特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
身
体
に
沁
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
金
瓶

を
離
れ
た
後
も
仏
教
的
素
養
が
表
出
す
る
例
は
容
易
に
見
出
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
第
一
歌
集
『
赤
光
』
　
（
大
正
二
年
一
か
月
）
の
歌
集
名
を
「
仏

説
阿
弥
陀
経
」
か
ら
採
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
短
歌
作
品
に
も
例
を
見

出
す
こ
と
は
た
や
す
い
。
　
『
赤
光
』
所
収
の
「
月
落
ち
て
さ
夜
ほ
の
暗
く
未
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み
ろ
く

だ
か
も
弥
勒
は
出
で
ず
虫
鳴
け
る
か
も
」
　
（
明
治
四
〇
年
作
）
の
一
首
は
、

時
宗
『
浄
業
和
讃
』
　
「
恩
徳
讃
」
　
（
こ
れ
は
在
家
で
も
三
諦
さ
れ
る
）
の

「
釈
迦
の
在
世
は
す
ぎ
さ
り
ぬ
、
弥
勒
の
出
世
は
は
る
か
な
り
」
を
典
拠
と

す
る
（
注
1
9
）
。
ま
た
、
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
岡
子
規
の
遺
稿
『
竹

の
里
歌
』
　
（
明
治
三
七
年
一
一
月
）
に
触
発
さ
れ
て
「
地
獄
極
楽
図
」
を
作

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
宝
器
寺
で
年
に
二
回
見
る
…
機
会
の
あ
っ
た
地
獄
極
楽
図

を
思
い
出
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
的
素
地
の
培
わ
れ
て
い
た
茂
吉
に
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
懐
か
し
く
慕
わ

し
い
も
の
と
し
て
感
受
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
　
「
衝
撃
」
を
も
っ
て
迫

っ
て
来
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
2
0
）
。

　
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
初
期
の
受
容
の
あ
り
方
と
し
て
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』

の
刊
行
に
接
し
た
際
の
茂
吉
の
反
応
と
そ
の
理
由
、
そ
し
て
積
極
的
摂
取
に

至
る
ま
で
の
過
程
を
資
料
を
示
し
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。

　
次
に
、
茂
吉
の
『
梁
塵
飾
弓
』
の
受
容
を
概
括
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
先

に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
展
開
さ
れ
た
後
年
の
影
響
に
つ
い

て
の
議
論
を
見
て
お
き
た
い
。

五
　
後
年
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
に
つ
い
て

　
既
述
の
よ
う
に
、
後
年
の
影
響
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
新
間
進
一
と
荒
井

源
司
と
の
間
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
論
文
は
、
冒
頭
で
挙
げ
た
二
論

文
、
①
新
間
「
現
代
詩
歌
の
源
流
と
し
て
の
梁
塵
秘
抄
」
　
（
昭
和
二
二
年
一

一
月
）
、
②
荒
井
「
斎
藤
茂
吉
と
梁
塵
秘
抄
」
　
（
昭
和
三
九
年
一
月
、
三
月
、

四
月
目
群
山
」
に
、
　
〈
一
〉
　
〈
二
〉
　
〈
三
〉
と
し
て
掲
載
）
に
、
も
う
一
つ

③
新
問
「
茂
吉
と
「
梁
塵
華
華
」
」
　
（
『
全
集
』
第
二
七
巻
月
報
一
四
、
昭

和
四
九
年
二
月
）
を
加
え
た
三
論
文
で
あ
る
。
新
間
の
見
解
に
荒
井
が
反
論

の
意
図
を
も
っ
て
応
じ
、
さ
ら
に
新
間
が
反
論
し
た
経
過
で
あ
る
。
以
下
、

要
点
を
記
す
。

　
新
間
は
①
の
論
文
に
お
い
て
、
　
「
大
正
三
年
あ
た
り
に
作
っ
た
漢
語
や
仏

典
語
ま
じ
り
の
歌
は
、
大
正
六
年
の
夏
に
は
既
に
い
ろ
い
ろ
気
に
入
ら
な
く

な
っ
て
居
た
」
と
の
茂
吉
の
言
述
に
も
と
づ
き
、
　
「
「
あ
ら
た
ま
」
の
歌
を

製
作
し
た
こ
ろ
の
作
者
に
と
っ
て
、
　
「
秘
抄
」
の
魅
力
は
絶
大
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
も
一
時
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
作
に

は
そ
れ
程
影
響
を
及
し
た
も
の
は
見
な
い
や
う
に
思
ふ
」
と
述
べ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
荒
井
は
、
②
の
く
一
〉
の
論
文
で
、
①
の
新
間
の
見
解
は
、
茂

吉
自
身
の
叙
述
に
も
と
づ
い
て
立
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
は

『
作
歌
四
十
年
』
は
未
発
表
で
あ
り
、
　
『
つ
ゆ
じ
も
』
以
下
の
歌
集
の
大
部

分
は
未
刊
行
で
あ
っ
た
た
め
、
　
「
こ
う
考
慮
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と

思
う
。
　
（
中
略
）
新
間
氏
に
所
見
を
改
め
て
い
た
だ
き
た
く
な
っ
て
来
た
」

と
述
べ
て
、
荒
井
自
身
は
、
　
「
茂
吉
の
歌
に
は
、
終
戦
後
ま
で
梁
塵
秘
抄
の

影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
こ
の
荒
井
へ
の
反
論
と
し
て
、
新
間
は
③
の
論
文
で
、
　
「
私
に
は
、
結
論

的
に
言
っ
て
、
　
「
秘
抄
」
の
影
響
は
潜
在
的
で
あ
り
、
や
は
り
茂
吉
の
本
格

的
な
「
秘
抄
」
摂
取
は
、
初
期
の
『
あ
ら
た
ま
』
所
収
歌
の
成
立
し
た
時
点

を
中
心
に
考
え
て
よ
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
新
間
の
こ
の
見
解
は
繰
り
返
す
よ
う
に
、
荒
井
へ
の
反
論
の
形
で
述
べ
ら

れ
た
も
の
だ
が
、
果
た
し
て
こ
れ
は
反
論
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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荒
井
の
論
は
、
　
『
あ
ら
た
ま
』
初
期
の
摂
取
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
③
の
新
間
の
発
言
中
問
題
と
な
る
の
は
、
後
年

の
影
響
に
言
及
し
た
「
「
秘
抄
」
の
影
響
は
潜
在
的
で
あ
り
」
の
個
所
で
あ

る
。
こ
れ
が
反
論
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
荒
井
は
②
の

く
二
〉
の
論
文
で
、
　
「
お
も
う
に
青
春
時
代
に
魂
の
底
ま
で
揺
り
動
か
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

る
よ
う
な
感
動
を
受
け
た
こ
と
は
、
記
憶
が
う
す
れ
て
い
っ
て
、
識
閾
の

下
に
沈
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
感
動
は
消
え
ず
に
影
響
が
無
意
識
の
問
に

現
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
、
同
じ
く
＜
三
〉
の
論
文
で
「
識
閾
下
に

潜
ん
で
い
た
の
が
、
鯉
山
比
丘
の
実
際
生
活
を
見
て
触
発
せ
ら
れ
て
出
来
た

歌
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
荒
井
は
「
潜
在
的
」
の
語
こ
そ
用
い
て
い
な
い
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

同
じ
で
あ
ろ
う
。
新
間
の
「
影
響
は
潜
在
的
で
あ
り
」
の
見
解
は
、
荒
井
の

言
述
と
対
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
茂
吉
作
品
の
後
年
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
の
問
題
は
、
茂
吉
の

書
き
残
し
た
も
の
（
注
2
1
）
や
、
荒
井
や
塚
本
邦
雄
の
作
品
分
析
に
よ
る
結

果
を
総
合
し
て
判
断
す
る
と
、
塚
本
の
「
今
様
や
こ
れ
に
類
す
る
仏
典
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
け
つ

文
言
等
の
影
響
は
、
こ
の
前
後
、
あ
る
い
は
後
年
に
も
、
間
歌
的
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
」
　
（
注
2
2
）
と
い
う
発
言
に
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
塚
本
に
お
い
て
は
、
　
『
梁
塵
麗
々
』
の
影
響
、
と
い
う
言
葉

は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
間
が
、
①
の
論
文
に
お
い
て
後
年
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影

響
を
否
定
し
た
の
は
、
　
「
あ
ら
た
ま
編
輯
手
記
」
中
の
「
大
正
三
年
あ
た
り

に
作
っ
た
漢
語
や
仏
典
語
ま
じ
り
の
歌
は
、
大
正
六
年
の
夏
に
は
既
に
い
ろ

い
ろ
気
に
入
ら
な
く
な
っ
て
居
た
」
と
の
茂
吉
の
発
言
に
注
目
し
、
　
「
い
ろ

い
ろ
気
に
入
ら
な
く
な
っ
て
居
た
」
も
の
の
内
実
を
『
梁
塵
画
塾
』
的
要
素

に
還
元
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

お
わ
り
に

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茂
吉
に
お
け
る
初
期
の
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
は
、

こ
れ
ま
で
、
　
「
深
い
衝
撃
」
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
、
　
「
シ
ャ
ー
プ
に

反
応
し
た
」
と
の
文
脈
で
把
握
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
大
正
二
年
の
後
半
か
ら
親
密
に
な
っ
て

い
く
白
秋
と
の
関
係
、
及
び
、
幼
少
年
期
の
茂
吉
を
取
り
巻
く
環
境
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茂
吉
の
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
の
初
期
の
あ
り
方
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
そ
の
結
果
、
仏
教
的
雰
囲
気
の
中
で
育
っ
た
茂
吉
に
と
っ
て
、
　
『
梁
塵
秘

抄
』
は
、
馴
染
み
深
い
雰
囲
気
を
湛
え
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
「
深
い
衝

撃
」
を
受
け
る
ほ
ど
特
異
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
結
論
を

得
た
。

　
当
時
、
茂
吉
は
、
　
『
赤
光
』
の
歌
境
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
試
み
て
い
た
。
そ
う
い
う
茂
吉
の
前
に
、
　
「
潜
光
」
を
も
っ
た
作
品
群
が

現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
白
秋
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
を
受
け
た
作

品
群
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
茂
吉
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
抄
』
の
積
極
的

受
容
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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〔
付
記
〕

、
本
稿
は
二
〇
一
ケ
年
度
日
本
比
較
文
学
会
春
季
九
州
大
会
の
発
表
原
稿

を
も
と
に
執
筆
し
た
。
な
お
、
学
会
発
表
で
は
、
　
「
あ
ら
た
ま
編
輯
手

記
」
の
、
　
「
大
正
三
年
あ
た
り
に
作
っ
た
漢
語
や
仏
典
語
ま
じ
り
の
歌
は
、

大
正
六
年
の
夏
に
は
既
に
い
ろ
い
ろ
気
に
入
ら
な
く
な
っ
て
居
た
」
と
の

発
言
を
検
討
し
、
　
「
い
ろ
い
ろ
気
に
入
ら
な
く
な
っ
て
居
た
」
と
茂
吉
が

述
べ
る
も
の
の
内
実
を
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
的
要
素
と
い
う
以
上
に
白
秋
的

要
素
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
試
論
を
提
示
し
た
。
紙
幅
の
関

係
上
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

、
本
稿
に
お
け
る
『
全
集
』
は
、
　
『
斎
…
藤
茂
吉
全
集
』
　
（
全
三
六
巻
、
昭

和
四
八
！
五
一
年
、
岩
波
書
店
）
を
指
し
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
茂
吉

作
品
の
引
用
は
群
集
に
拠
っ
た
。

一
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
文
は
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
限
り
、
通
用
の
文
字

に
改
め
た
個
所
が
あ
る
。

注

（
注
－
）
　
『
歌
謡
史
の
研
究
　
そ
の
一
　
今
様
考
』
　
（
昭
和
二
二
年
一
一
月
、

　
至
文
堂
）
所
収
。

（
注
2
）
引
用
は
、
昭
和
五
二
年
七
月
の
第
三
版
に
拠
る
。

（
注
3
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
一
九
巻
『
平
安
私
家
集
　
六
』
、
月
報
三

　
四
所
収
。

（
注
4
）
新
間
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。
　
（
注
1
）
参
照
。

（
注
5
）
　
『
全
集
』
第
九
巻
「
後
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
文
章
は
、
雑
誌

　
「
掲
載
状
況
未
詳
」
で
あ
り
、
　
『
童
馬
漫
語
』
　
（
大
正
八
年
八
月
、
春
陽

堂
）
初
出
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
6
）
こ
の
分
析
に
は
、
次
の
新
間
の
評
が
あ
る
。
　
「
こ
の
「
あ
は
れ
」

と
い
ふ
語
の
多
い
こ
と
に
着
目
し
て
み
る
の
は
、
　
「
秘
抄
」
の
文
芸
性
を

論
ず
る
上
に
如
何
に
も
適
切
で
あ
り
、
茂
吉
の
歌
人
と
し
て
の
眼
が
感
ぜ

ら
れ
る
」
。
前
掲
書
、
二
四
五
頁
。
　
（
注
1
）
参
照
。

（
注
7
）
　
「
8
2
言
葉
の
こ
と
」
　
（
大
正
四
年
八
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
、
　
『
全

集
』
第
九
巻
）
に
、
　
「
去
年
発
表
し
た
「
海
浜
身
命
」
以
下
数
十
首
の
歌

言
葉
の
な
か
に
は
佐
佐
木
氏
和
田
氏
等
の
尽
力
に
な
っ
た
「
梁
塵
秘
抄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

か
ら
お
蔭
を
蒙
っ
て
み
る
の
が
あ
る
。
　
『
入
日
に
は
金
の
真
砂
の
揺
ら
れ

く
る
』
は
『
こ
ゆ
り
さ
ん
の
渚
に
は
か
ね
の
真
砂
ぞ
揺
ら
れ
く
る
』
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い

　
『
こ
が
ね
の
真
砂
は
賎
し
ら
ず
』
か
ら
採
っ
た
。
　
『
命
を
は
り
み
る
』
の

句
は
梁
塵
秘
抄
中
の
『
め
い
を
は
る
』
の
句
と
法
華
経
の
『
命
を
は
れ
る

後
忽
然
と
し
て
化
生
す
』
か
ら
採
っ
た
」
と
あ
る
。

（
注
8
）
『
作
歌
四
十
年
』
、
　
『
全
集
』
第
一
〇
巻
、
四
二
〇
頁
。

（
注
9
）
こ
の
ほ
か
、
後
期
印
象
派
の
絵
画
や
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
、
ニ
ー
チ
ェ

な
ど
の
生
の
哲
学
、
仏
典
、
芭
蕉
俳
譜
な
ど
も
当
時
の
茂
吉
の
視
野
に
入

っ
て
い
た
。
　
『
斎
藤
茂
吉
集
』
　
（
日
本
近
代
文
学
大
系
第
四
三
巻
、
注
釈

者
本
林
勝
夫
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
五
年
一
月
）
に
拠
る
。

（
注
－
o
）
例
え
ば
、
木
俣
修
は
、
　
「
臨
海
小
景
」
　
「
山
中
秋
景
」
を
引
用
し
、

　
「
当
時
の
白
秋
の
歌
に
は
い
ち
じ
る
し
く
仏
讃
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
歌
な
ど
に
も
自
然
の
中
に
仏
の
光
明
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
影
響
溺
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」

　
（
「
白
秋
と
島
木
赤
彦
」
、
昭
和
三
〇
年
三
月
「
短
歌
」
）
と
指
摘
し
て

い
る
。
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（
注
1
1
）
北
原
白
秋
選
『
斎
藤
茂
吉
選
集
』
の
序
で
、
白
秋
の
方
か
ら
も

『
梁
塵
秘
抄
』
に
触
れ
た
以
下
の
発
言
を
し
て
い
る
。
　
「
「
赤
光
」
が
出

た
時
は
、
私
は
や
は
り
見
桃
寺
に
み
た
。
　
（
中
略
）
是
よ
り
先
、
私
は
梁

塵
秘
抄
を
耽
読
し
て
、
そ
の
古
風
の
言
葉
と
形
式
と
が
作
る
一
種
特
別
な

金
色
の
円
光
の
環
に
惚
れ
ぼ
れ
と
喜
び
酒
っ
て
み
た
」
。
茂
吉
選
『
北
原

白
秋
選
集
』
の
原
稿
が
先
に
仕
上
が
っ
た
経
緯
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
る
形

で
白
秋
が
触
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
互
選
集

に
お
い
て
双
方
か
ら
『
梁
塵
秘
書
』
に
触
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
互

選
歌
集
か
ら
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
正
一
一
年
一
月
に
ア
ル
ス
よ
り
刊

行
さ
れ
た
初
版
に
拠
っ
た
。

（
注
1
2
）
白
秋
が
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
は
じ
め
て
寄
稿
し
た
の
は
、
大
正
三
年

新
年
号
で
あ
り
、
作
品
は
「
地
面
と
野
菜
」
と
題
す
る
一
連
で
あ
る
。

（
注
1
3
）
柴
生
田
稔
『
斎
藤
茂
吉
伝
』
　
（
昭
和
五
四
年
六
月
、
新
潮
社
）
は
、

茂
吉
と
白
秋
と
の
「
本
当
の
交
流
」
の
時
期
を
、
　
「
大
正
二
年
以
後
、

　
『
桐
の
花
』
　
『
赤
光
』
の
後
」
と
し
て
木
俣
修
に
賛
同
し
て
い
る
。

（
注
1
4
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
、
　
「
物
言
は
ぬ
金
無
垢
の
弥
陀
の
重
さ

よ
」
の
表
記
。
後
に
『
真
珠
抄
』
に
収
録
。
　
『
白
秋
全
集
』
　
（
全
三
九

巻
・
別
巻
一
、
一
九
八
四
年
一
二
月
－
一
九
八
八
年
八
月
、
岩
波
書
店
）

は
、
初
出
に
つ
い
て
未
記
載
。

（
注
1
5
）
横
尾
文
子
「
白
秋
と
「
梁
塵
秘
抄
」
」
、
佐
賀
女
子
短
期
大
学

　
「
研
究
紀
要
」
第
二
五
集
（
一
九
九
一
年
三
月
）
。
横
尾
に
は
こ
の
他
、

　
「
北
原
白
秋
、
そ
の
精
神
の
軌
跡
」
パ
鳥
居
フ
ミ
子
編
『
伝
統
と
創
造
』

　
（
一
九
九
六
年
三
月
、
勉
誠
社
）
所
収
）
が
あ
る
。

（
注
1
6
）
こ
の
書
簡
は
、
岩
波
書
店
版
『
自
秋
全
集
』
に
未
収
録
。
　
（
注

1
4
）
参
照
。
引
用
は
、
大
正
四
年
四
月
前
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
拠
っ
た
。

（
注
1
7
）
　
「
山
門
」
　
（
昭
和
三
年
二
月
「
文
藝
春
秋
」
、
　
『
全
集
』
第
五

巻
）
。
（
注
1
8
）
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
黒
江
太
郎
『
窪
応
和
尚
と
茂
吉
』

　
（
一
九
六
六
年
九
月
、
郁
文
堂
書
店
）
に
詳
し
い
。

（
注
1
9
）
前
掲
書
。
　
（
注
9
）
参
照
。

（
注
2
0
）
新
間
は
、
　
「
茂
吉
と
「
梁
塵
秘
抄
」
」
　
（
月
報
一
四
、
　
『
全
集
』

第
二
七
巻
、
昭
和
四
九
年
二
月
、
岩
波
書
店
）
に
お
い
て
、
本
稿
同
様
、

茂
吉
の
仏
教
的
な
も
の
へ
の
親
近
感
に
注
目
し
て
い
る
。
　
「
ま
ず
茂
吉
の

　
「
秘
抄
」
と
の
出
会
い
以
前
に
、
時
宗
教
団
の
伝
え
た
古
和
讃
へ
の
親
し

み
が
既
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」
。

　
「
茂
吉
の
「
秘
抄
」
受
容
の
下
地
に
、
こ
の
よ
う
な
、
和
讃
乃
至
浄
土
教

信
仰
へ
の
親
近
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
」
。
た

だ
し
、
本
文
で
示
し
た
よ
う
に
、
新
間
は
「
深
い
衝
撃
」
を
受
け
た
歌
人

と
し
て
茂
吉
を
位
置
づ
け
、
本
稿
と
は
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。

（
注
2
1
）
『
作
歌
四
十
年
』
に
、
　
『
た
か
は
ら
』
　
（
制
作
年
　
昭
和
四
年
～

五
年
九
月
）
所
収
歌
を
解
説
し
て
、
　
「
梁
塵
秘
抄
あ
た
り
の
歌
謡
、
芭
蕉

倉
吉
な
ど
の
混
入
も
あ
ら
う
と
お
も
ふ
」
、
　
「
結
句
の
『
と
こ
そ
聞
け
』

の
調
べ
に
は
、
ど
こ
か
に
梁
塵
秘
抄
あ
た
り
が
に
ほ
っ
て
み
る
か
知
ら
ん
。

作
る
と
き
に
は
毫
も
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
只
今
読
み
か
へ
し
て
見
て
そ

ん
な
気
が
し
た
」
と
あ
り
、
　
『
白
桃
』
　
（
制
作
年
　
昭
和
八
年
～
九
年
）

所
収
歌
に
触
れ
て
、
　
「
梁
塵
秘
抄
の
や
う
な
仏
教
的
文
学
の
影
響
も
必
ず

あ
る
こ
と
と
お
も
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
2
2
）
前
掲
『
斎
藤
茂
吉
』
、
八
三
頁
。
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